
(57)【要約】

【課題】小型化が可能で、力の伝達ロスも少ないウォー

クインシート提供することを課題とする。

【解決手段】回転中心を介して操作部１２１ｂと反対側

の部分に第１円周面１３３が形成されたレリーズレバー

１２１と、第２円周面１４５、第２円周面１４５より径

が大きな第３円周面１４７を有するプーリ部材１４１と

、プーリ部材１４１の第３円周面１４７に一端部が係止

され、第３円周面１４７に巻回可能で、他端部側がシー

トバックの背面の下部に案内されるウォークインケーブ

ル１５１と、プーリ部材１４１の第２円周面１４５に一

端部が係止され、第２円周面１４５に巻回可能で、他端

部がレリーズレバー１２１の第１円周面１３３に係止さ

れ、第１円周面１３３に巻回可能なケーブル１６１とで

構成する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
シ ー ト の 前 後 位 置 の 調 整 を 行 な う シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 と 、 前 記 シ ー ト の シ ー ト ク ッ シ ョ ン
に 対 す る シ ー ト バ ッ ク の 傾 動 角 度 の 調 整 を 行 な う リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 と を 有 し 、 前 記 リ ク
ラ イ ニ ン グ 機 構 を ロ ッ ク 解 除 す る と 、 前 記 シ ー ト バ ッ ク が 前 傾 す る と 共 に 、 前 記 シ ー ト ス
ラ イ ド 機 構 が ロ ッ ク 解 除 さ れ 、 前 記 シ ー ト が 前 記 シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 の 最 前 位 置 ま で 移 動
可 能 と な る ウ ォ ー ク イ ン シ ー ト に お い て 、
前 記 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 に 設 け ら れ 、 操 作 部 を 引 き 上 げ る 方 向 に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、
前 記 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 の ロ ッ ク 解 除 を 行 な う と と も に 、 回 転 中 心 を 介 し て 操 作 部 と 反 対
側 の 部 分 に 第 １ 円 周 面 が 形 成 さ れ た レ リ ー ズ レ バ ー と 、
前 記 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 側 に 回 転 可 能 に 設 け ら れ 、 そ の 回 転 中 心 を 中 心 と す る 第 ２ 円 周 面 、
前 記 回 転 中 心 を 中 心 と し 、 前 記 第 ２ 円 周 面 よ り 径 が 大 き な 第 ３ 円 周 面 を 有 す る プ ー リ 部 材
と 、
該 プ ー リ 部 材 の 第 ３ 円 周 面 に 一 端 部 が 係 止 さ れ 、 前 記 第 ３ 円 周 面 に 巻 回 可 能 で 、 他 端 部 側
が 前 記 シ ー ト バ ッ ク の 背 面 の 下 部 に 案 内 さ れ る ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル と 、
前 記 プ ー リ 部 材 の 第 ２ 円 周 面 に 一 端 部 が 係 止 さ れ 、 前 記 第 ２ 円 周 面 に 巻 回 可 能 で 、 他 端 部
が 前 記 レ リ ー ズ レ バ ー の 第 １ 円 周 面 に 係 止 さ れ 、 前 記 第 １ 円 周 面 に 巻 回 可 能 な ケ ー ブ ル と
、
前 記 ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル を 引 っ 張 る 方 向 に 前 記 プ ー リ 部 材 を 付 勢 す る 付 勢 手 段 と 、
該 付 勢 手 段 に よ っ て 付 勢 さ れ た 前 記 プ ー リ 部 材 の そ れ 以 上 の 回 転 を 禁 止 す る ス ト ッ パ 手 段
と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ウ ォ ー ク イ ン シ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 プ ー リ 部 材 、 前 記 レ リ ー ズ レ バ ー に 前 記 ケ ー ブ ル が 挿 通 す る 貫 通 穴 を 設 け 、
前 記 ケ ー ブ ル に 前 記 貫 通 穴 の 径 よ り 大 き な 係 止 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の ウ ォ ー ク イ ン シ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
シ ー ト の 前 後 位 置 の 調 整 を 行 な う シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 と 、 前 記 シ ー ト の シ ー ト ク ッ シ ョ ン
に 対 す る シ ー ト バ ッ ク の 傾 動 角 度 の 調 整 を 行 な う リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 と を 有 し 、 前 記 リ ク
ラ イ ニ ン グ 機 構 を ロ ッ ク 解 除 す る と 、 前 記 シ ー ト バ ッ ク が 前 傾 す る と 共 に 、 前 記 シ ー ト ス
ラ イ ド 機 構 が ロ ッ ク 解 除 さ れ 、 前 記 シ ー ト が 前 記 シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 の 最 前 位 置 ま で 移 動
可 能 と な る ウ ォ ー ク イ ン シ ー ト に お い て 、
円 周 面 に 歯 が 刻 設 さ れ 、 前 記 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 に 設 け ら れ 、 回 転 す る こ と に よ り 、 前 記
リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 の ロ ッ ク 解 除 を 行 な う 第 １ ギ ア と 、
該 第 １ の ギ ア に 取 り 付 け ら れ た レ リ ー ズ レ バ ー と 、
前 記 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 側 に 回 転 可 能 に 設 け ら れ 、 そ の 回 転 中 心 を 中 心 と す る 円 周 面 と 、 前
記 回 転 中 心 を 中 心 と し 、 前 記 第 １ ギ ア と 噛 合 す る 第 ２ ギ ア 部 と を 有 す る ギ ア プ レ ー ト と 、
該 ギ ア プ レ ー ト の 円 周 面 に 一 端 部 が 係 止 さ れ 、 円 周 面 に 巻 回 可 能 で 、 他 端 部 側 が 前 記 シ ー
ト バ ッ ク の 背 面 の 下 部 に 案 内 さ れ る ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ウ ォ ー ク イ ン シ ー ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 シ ー ト の 前 後 位 置 の 調 整 を 行 な う シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 と 、 前 記 シ ー ト の シ ー ト
ク ッ シ ョ ン に 対 す る シ ー ト バ ッ ク の 傾 動 角 度 の 調 整 を 行 な う リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 と を 有 し
、 前 記 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 を ロ ッ ク 解 除 す る と 、 前 記 シ ー ト バ ッ ク が 前 傾 す る と 共 に 、 前
記 シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 が ロ ッ ク 解 除 さ れ 、 前 記 シ ー ト が 前 記 シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 の 最 前 位
置 ま で 移 動 可 能 と な る ウ ォ ー ク イ ン シ ー ト に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
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図 ６ に 示 す よ う に 、 フ ロ ン ト シ ー ト １ 、 セ カ ン ド シ ー ト ３ 、 サ ー ド シ ー ト ５ か ら な る ３ 列
シ ー ト の 車 両 ７ に お い て は 、 セ カ ン ド シ ー ト ３ 、 サ ー ド シ ー ト ５ へ の 乗 降 は 、 セ カ ン ド シ
ー ト ３ の 側 方 に 設 け ら れ た ス ラ イ ド ド ア ９ を 介 し て 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
特 に 、 サ ー ド シ ー ト ５ へ の 乗 降 は 、 セ カ ン ド シ ー ト ３ が 邪 魔 に な る の で 、 図 ７ に 示 す よ う
に 、 セ カ ン ド シ ー ト ３ の シ ー ト バ ッ ク ３ ａ を 前 傾 さ せ 、 セ カ ン ド シ ー ト ３ を フ ロ ン ト シ ー
ト １ 側 へ 前 進 さ せ て 、 セ カ ン ド シ ー ト ３ と サ ー ド シ ー ト ５ と の 間 隔 を 広 げ て 、 ス ラ イ ド ド
ア ９ か ら の 乗 降 を 容 易 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う な 作 動 は 、 一 般 に ウ ォ ー ク イ ン 機 構 と い わ れ る 機 構 で 実 現 さ れ 、 着 座 者 が い な い
状 態 で セ カ ン ド シ ー ト ３ の リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 ３ ｂ を ロ ッ ク 解 除 す る と 、 シ ー ト バ ッ ク ３
ａ が 所 定 の 角 度 ま で 前 傾 す る と 共 に 、 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 ３ ｂ の ロ ッ ク 解 除 に 連 動 し て 、
セ カ ン ド シ ー ト ３ の シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 の ロ ッ ク も 解 除 さ れ 、 ス プ リ ン グ の 付 勢 力 ま た は
人 力 で セ カ ン ド シ ー ト ３ を 前 進 さ せ る も の で あ る 。 ま た 、 こ の ウ ォ ー ク イ ン 機 構 で は 、 前
傾 し た シ ー ト バ ッ ク を 着 座 可 能 な 状 態 へ 戻 す と 、 シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 の ロ ッ ク が 作 動 す る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
車 両 ７ の 外 部 か ら サ ー ド シ ー ト ５ へ 乗 車 す る た め に 、 セ カ ン ド シ ー ト ３ の ウ ォ ー ク イ ン を
行 な う 場 合 は 、 セ カ ン ド シ ー ト ３ の 側 面 に 設 け ら れ た リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 ３ ｂ の レ リ ー ズ
レ バ ー ３ ｃ を 操 作 し て 、 ウ ォ ー ク イ ン 機 構 を 作 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
一 方 、 サ ー ド シ ー ト ５ の 着 座 者 が 、 セ カ ン ド シ ー ト ３ を ウ ォ ー ク イ ン さ せ て 車 両 ７ か ら 降
車 す る 場 合 、 ウ ォ ー ク イ ン 機 構 の 操 作 部 は 、 手 が 容 易 に 届 く セ カ ン ド シ ー ト ３ の シ ー ト バ
ッ ク ３ ａ の 背 面 に あ り 、 更 に 、 そ の 操 作 方 向 は 引 っ 張 る 方 向 が 好 ま し い 。 こ の た め 、 サ ー
ド シ ー ト ３ の 着 座 者 の た め に 、 セ カ ン ド シ ー ト ３ の シ ー ト バ ッ ク ３ ａ の 背 面 に ウ ォ ー ク イ
ン 用 の 操 作 部 を 設 け 、 伝 達 機 構 を 介 し て セ カ ン ド シ ー ト ３ の リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 ３ ｂ の レ
リ ー ズ ハ ン ド ル ３ ｃ を 駆 動 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 時 、 ウ ォ ー ク イ ン 用 の 操 作 部 が セ カ ン ド シ ー ト ３ の シ ー ト バ ッ ク ３ ａ の 上 部 側 に あ る
と 、 ウ ォ ー ク イ ン が が 作 動 す る と 、 シ ー ト バ ッ ク ３ ａ は 前 傾 す る の で 、 操 作 方 向 と 逆 に な
る の で 、 ウ ォ ー ク イ ン 用 の 操 作 部 は 、 セ カ ン ド シ ー ト ３ の シ ー ト バ ッ ク ３ ａ 背 面 の 下 部 に
あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の よ う な 一 例 の シ ー ト を 図 ８ を 用 い て 説 明 す る 。
図 ８ （ ａ ） に お い て 、 シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 １ １ は 、 フ ロ ア 側 に 設 け ら れ る ブ ラ ケ ッ ト １ ２
を 介 し て 設 け ら れ る 一 対 の ロ ア レ ー ル １ ３ と 、 各 ロ ア レ ー ル １ ３ に 移 動 可 能 に 係 合 し 、 シ
ー ト ク ッ シ ョ ン フ レ ー ム を 兼 ね る 一 対 の ア ッ パ レ ー ル １ ５ と か ら な っ て い る 。 そ し て 、 図
示 し な い ロ ッ ク 機 構 を ロ ッ ク 解 除 す る こ と に よ り 、 シ ー ト の 前 後 位 置 の 調 整 が 可 能 と な っ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ア ッ パ レ ー ル １ ３ の 後 部 に は 、 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 １ ７ を 介 し て シ ー ト バ ッ ク フ レ ー ム １
９ が 設 け ら れ て い る 。 こ の リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 １ ７ は 、 レ リ ー ズ レ バ ー ２ １ の 操 作 部 ２ １
ｂ を 上 方 に 引 っ 張 り あ げ る こ と で 、 ロ ッ ク 解 除 が な さ れ 、 シ ー ト バ ッ ク フ レ ー ム １ ９ の 前
後 方 向 の 傾 動 角 度 の 調 整 が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 着 座 者 が い な い 状 態 で 、 レ リ ー ズ レ バ ー ２ １ を 用 い て リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 １ ７ の ロ
ッ ク 解 除 を 行 う と 、 シ ー ト バ ッ ク フ レ ー ム １ ９ （ シ ー ト バ ッ ク ） が 所 定 の 角 度 ま で 前 傾 す
る と 共 に 、 シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 １ １ の ロ ッ ク 解 除 が な さ れ 、 ア ッ パ レ ー ル １ ５ は シ ー ト ス
ラ イ ド 機 構 １ １ の 最 前 位 置 ま で 移 動 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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こ の よ う な 構 成 の シ ー ト で 、 シ ー ト バ ッ ク 背 部 の 下 部 に ウ ォ ー ク イ ン 用 の 操 作 部 を 設 け る
に は 、 図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う な リ ン ク 構 成 が 用 い ら れ て い る 。 図 に お い て 、 リ ク ラ イ ニ ン
グ 機 構 １ ７ の 下 方 に 配 設 さ れ た 第 １ リ ン ク ３ １ の 中 央 部 は ア ッ パ レ ー ル １ ５ に 回 転 可 能 に
取 り 付 け ら れ て い る 。 第 １ リ ン ク ３ １ の 後 席 側 の 回 転 端 部 に は 、 ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル ３
３ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 レ リ ー ズ レ バ ー ２ １ に は 、 後 席 方 向 に 伸 び る ア ー ム 部 ２ １ ａ
が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 レ リ ー ズ レ バ ー ２ １ の ア ー ム 部 ２ １ ａ に は 、 ピ ン ３ ７ を 用 い
第 ２ リ ン ク ３ ５ の 一 方 の 端 部 側 が 回 転 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ リ ン ク ３ ５ の 他 方 の 端
部 側 は ピ ン ３ ９ を 用 い て 第 １ リ ン ク の シ ー ト バ ッ ク 側 の 回 転 端 部 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 構 成 の 作 動 を 説 明 す る 。 レ リ ー ズ レ バ ー ２ １ の 操 作 部 ２ １ ｂ を 上 方 に 引 っ 張 り 上 げ る
と 、 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 １ ７ の ロ ッ ク 解 除 が な さ れ る 。
ま た 、 ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル ３ ３ を 上 方 に 引 っ 張 り 上 げ る と 、 第 １ リ ン ク ３ １ 、 第 ２ リ ン
ク ３ ５ を 介 し て レ リ ー ズ レ バ ー ２ １ の 操 作 部 ２ １ ｂ が 上 方 に 向 か っ て 回 転 し 、 リ ク ラ イ ニ
ン グ 機 構 の ロ ッ ク 解 除 が な さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 図 ８ に 示 す よ う な 構 成 に お い て は 、 以 下 の よ う な 問 題 点 が あ る 。
（ １ ） ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル ３ ３ の 引 き 方 向 、 操 作 ス ト ロ ー ク （ 引 っ 張 り 距 離 ） 、 操 作 力
を 規 定 さ れ る と 、 引 き 方 向 に あ わ せ た 第 １ リ ン ク ３ １ 、 第 ２ リ ン ク ３ ５ の 形 状 を 決 め ら れ
た ス ペ ー ス 内 で 設 定 す る の が 困 難 で あ り 、 小 型 化 が 難 し い 。
（ ２ ） 第 １ リ ン ク ３ １ 、 第 ２ リ ン ク ３ ５ 、 レ リ ー ズ レ バ ー ２ １ の ア ー ム 部 ２ １ ａ の 位 置 に
よ っ て 、 操 作 力 が 変 動 す る 。 従 っ て 、 こ の 変 動 を 見 込 ん だ リ ン ク 比 の 設 定 が 必 要 と な り 、
小 型 化 が 難 し い 。
（ ３ ） 第 １ リ ン ク ３ １ と 第 ２ リ ン ク ３ ５ と の 接 続 、 第 ２ リ ン ク ３ ５ と レ リ ー ズ レ バ ー ２ １
と の 接 続 は 、 ピ ン ３ ９ 、 ピ ン ３ ７ を 用 い た ピ ン 結 合 で あ る の で ガ タ に よ る 力 の 伝 達 ロ ス が
あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 課 題 は 、 小 型 化 が 可 能 で 、 力 の 伝 達
ロ ス も 少 な い ウ ォ ー ク イ ン シ ー ト 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 シ ー ト の 前 後 位 置 の 調 整 を 行 な う シ ー ト ス ラ
イ ド 機 構 と 、 前 記 シ ー ト の シ ー ト ク ッ シ ョ ン に 対 す る シ ー ト バ ッ ク の 傾 動 角 度 の 調 整 を 行
な う リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 と を 有 し 、 前 記 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 を ロ ッ ク 解 除 す る と 、 前 記 シ
ー ト バ ッ ク が 前 傾 す る と 共 に 、 前 記 シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 が ロ ッ ク 解 除 さ れ 、 前 記 シ ー ト が
前 記 シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 の 最 前 位 置 ま で 移 動 可 能 と な る ウ ォ ー ク イ ン シ ー ト に お い て 、 前
記 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 に 設 け ら れ 、 操 作 部 を 引 き 上 げ る 方 向 に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 前
記 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 の ロ ッ ク 解 除 を 行 な う と と も に 、 回 転 中 心 を 介 し て 操 作 部 と 反 対 側
の 部 分 に 第 １ 円 周 面 が 形 成 さ れ た レ リ ー ズ レ バ ー と 、 前 記 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 側 に 回 転 可 能
に 設 け ら れ 、 そ の 回 転 中 心 を 中 心 と す る 第 ２ 円 周 面 、 前 記 回 転 中 心 を 中 心 と し 、 前 記 第 ２
円 周 面 よ り 径 が 大 き な 第 ３ 円 周 面 を 有 す る プ ー リ 部 材 と 、 該 プ ー リ 部 材 の 第 ３ 円 周 面 に 一
端 部 が 係 止 さ れ 、 前 記 第 ３ 円 周 面 に 巻 回 可 能 で 、 他 端 部 側 が 前 記 シ ー ト バ ッ ク の 背 面 の 下
部 に 案 内 さ れ る ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル と 、 前 記 プ ー リ 部 材 の 第 ２ 円 周 面 に 一 端 部 が 係 止 さ
れ 、 前 記 第 ２ 円 周 面 に 巻 回 可 能 で 、 他 端 部 が 前 記 レ リ ー ズ レ バ ー の 第 １ 円 周 面 に 係 止 さ れ
、 前 記 第 １ 円 周 面 に 巻 回 可 能 な ケ ー ブ ル と 、 前 記 ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル を 引 っ 張 る 方 向 に
前 記 プ ー リ 部 材 を 付 勢 す る 付 勢 手 段 と 、 該 付 勢 手 段 に よ っ て 付 勢 さ れ た 前 記 プ ー リ 部 材 の
そ れ 以 上 の 回 転 を 禁 止 す る ス ト ッ パ 手 段 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ウ ォ ー ク イ ン シ ー
ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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大 き な 部 材 は 、 プ ー リ 部 材 だ け な の で 、 小 型 化 が 容 易 で あ る 。
ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル は 、 プ ー リ 部 材 の 第 ３ 円 周 面 に 一 端 部 が 係 止 さ れ 、 前 記 第 ３ 円 周 面
に 巻 回 可 能 で あ る 。 又 、 ケ ー ブ ル は 、 前 記 プ ー リ 部 材 の 第 ２ 円 周 面 に 一 端 部 が 係 止 さ れ 、
前 記 第 ２ 円 周 面 に 巻 回 可 能 で 、 他 端 部 が 前 記 レ リ ー ズ レ バ ー の 第 １ 円 周 面 に 係 止 さ れ 、 前
記 第 １ 円 周 面 に 巻 回 可 能 で あ る 。 こ の た め 、 こ の た め 、 ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル や ケ ー ブ ル
を 介 し て プ ー リ 部 材 、 レ リ ー ズ レ バ ー に 作 用 す る 力 の 方 向 は 、 常 に 半 径 に 対 し て 直 交 す る
方 向 （ 接 線 方 向 ） と な り 、 操 作 力 の 変 動 が な い 。 よ っ て 、 効 率 的 に 減 速 す る こ と が で き 小
型 化 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
プ ー リ 部 材 と レ リ ー ズ レ バ ー と の 接 続 は ケ ー ブ ル で あ る の で 、 リ ン ク 機 構 を 用 い た 場 合 に
比 べ て 、 ピ ン 結 合 の ガ タ に よ る 伝 達 ロ ス が 少 な い 。
レ リ ー ズ レ バ ー の 第 １ 円 周 面 、 プ ー リ 部 材 の 第 ２ 円 周 面 、 プ ー リ 部 材 の 第 ３ 円 周 面 と の 径
を 変 え る こ と に よ り 、 所 望 の 操 作 ス ト ロ ー ク 、 操 作 力 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル は 、 プ ー リ 部 材 の 第 ３ 円 周 面 に 一 端 部 が 係 止 さ れ る こ と に よ り 、 所
望 の 引 き 方 向 を 得 る こ と が で き る 。
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 プ ー リ 部 材 、 前 記 レ リ ー ズ レ バ ー に 前 記 ケ ー ブ ル が 挿 通 す る
貫 通 穴 を 設 け 、 前 記 ケ ー ブ ル に 前 記 貫 通 穴 の 径 よ り 大 き な 係 止 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 記 載 の ウ ォ ー ク イ ン シ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
レ リ ー ズ レ バ ー を 操 作 し た 場 合 、 ケ ー ブ ル を た る ま せ る 方 向 に レ リ ー ズ レ バ ー は 回 転 す る
が 、 前 記 プ ー リ 部 材 、 前 記 レ リ ー ズ レ バ ー に 前 記 ケ ー ブ ル が 挿 通 す る 貫 通 穴 を 設 け 、 前 記
ケ ー ブ ル に 前 記 貫 通 穴 の 径 よ り 大 き な 係 止 部 材 を 設 け た こ と に よ り 、 ケ ー ブ ル は た る ま な
い 。 従 っ て 、 ケ ー ブ ル は 、 レ リ ー ズ レ バ ー の 第 １ 円 周 面 、 プ ー リ 部 材 の 第 ２ 円 周 面 と に 確
実 に 巻 回 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 シ ー ト の 前 後 位 置 の 調 整 を 行 な う シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 と 、 前 記 シ
ー ト の シ ー ト ク ッ シ ョ ン に 対 す る シ ー ト バ ッ ク の 傾 動 角 度 の 調 整 を 行 な う リ ク ラ イ ニ ン グ
機 構 と を 有 し 、 前 記 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 を ロ ッ ク 解 除 す る と 、 前 記 シ ー ト バ ッ ク が 前 傾 す
る と 共 に 、 前 記 シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 が ロ ッ ク 解 除 さ れ 、 前 記 シ ー ト が 前 記 シ ー ト ス ラ イ ド
機 構 の 最 前 位 置 ま で 移 動 可 能 と な る ウ ォ ー ク イ ン シ ー ト に お い て 、 円 周 面 に 歯 が 刻 設 さ れ
、 前 記 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 に 設 け ら れ 、 回 転 す る こ と に よ り 、 前 記 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 の
ロ ッ ク 解 除 を 行 な う 第 １ ギ ア と 、 該 第 １ の ギ ア に 取 り 付 け ら れ た レ リ ー ズ レ バ ー と 、 前 記
シ ー ト ク ッ シ ョ ン 側 に 回 転 可 能 に 設 け ら れ 、 そ の 回 転 中 心 を 中 心 と す る 円 周 面 と 、 前 記 回
転 中 心 を 中 心 と し 、 前 記 第 １ ギ ア と 噛 合 す る 第 ２ ギ ア 部 と を 有 す る ギ ア プ レ ー ト と 、 該 ギ
ア プ レ ー ト の 円 周 面 に 一 端 部 が 係 止 さ れ 、 前 期 円 周 面 に 巻 回 可 能 で 、 他 端 部 側 が 前 記 シ ー
ト バ ッ ク の 背 面 の 下 部 に 案 内 さ れ る ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ウ
ォ ー ク イ ン シ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
第 １ ギ ア と ギ ア プ レ ー ト だ け な の で 、 小 型 化 が 容 易 で あ る 。
ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル は 、 ギ ア プ レ ー ト の 円 周 面 に 一 端 部 が 係 止 さ れ 、 前 期 円 周 面 に 巻 回
可 能 で あ る の で 、 ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル の ギ ア プ レ ー ト に 対 す る 操 作 力 の 変 動 は な い 。 更
に 、 ギ ア プ レ ー ト か ら レ リ ー ズ レ バ ー の 第 １ ギ ア ま で の 操 作 力 の 伝 達 は 、 第 １ ギ ア と 第 ２
ギ ア と の 噛 合 で あ る の で 、 操 作 力 の 変 動 は な い 。 よ っ て 、 効 率 的 に 減 速 す る こ と が で き 小
型 化 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ギ ア プ レ ー ト と レ リ ー ズ レ バ ー と の 接 続 は 、 歯 の 噛 合 で あ る の で 、 リ ン ク 機 構 を 用 い た 場
合 に 比 べ て 、 ピ ン 結 合 の ガ タ に よ る 伝 達 ロ ス が 少 な い 。
第 １ ギ ア 、 ギ ア プ レ ー ト の 第 ２ ギ ア 部 と の ギ ア 比 、 及 び 円 周 面 の 径 を 変 え る こ と に よ り 、
所 望 の 操 作 ス ト ロ ー ク 、 操 作 力 を 得 る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル は 、 ギ ア プ レ ー ト の 円 周 面 に 一 端 部 が 係 止 さ れ 、 円 周 面 に 巻 回 さ れ
る こ と に よ り 、 所 望 の 引 き 方 向 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 例 ）
最 初 に 、 図 ３ を 用 い て 、 ウ ォ ー ク イ ン シ ー ト 全 体 構 成 を 説 明 す る 。 図 に お い て 、 シ ー ト ス
ラ イ ド 機 構 １ １ １ は 、 フ ロ ア 側 に 設 け ら れ る ブ ラ ケ ッ ト １ １ ２ を 介 し て 設 け ら れ る 一 対 の
ロ ア レ ー ル １ １ ３ と 、 各 ロ ア レ ー ル １ １ ３ に 移 動 可 能 に 係 合 し 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン フ レ ー
ム を 兼 ね る 一 対 の ア ッ パ レ ー ル １ １ ５ と か ら な っ て い る 。 そ し て 、 図 示 し な い ロ ッ ク 機 構
を ロ ッ ク 解 除 す る こ と に よ り 、 シ ー ト の 前 後 位 置 の 調 整 が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ア ッ パ レ ー ル １ １ ５ の 後 部 に は 、 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 １ １ ７ を 介 し て シ ー ト バ ッ ク フ レ ー
ム １ １ ９ が 設 け ら れ て い る 。 こ の リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 １ １ ７ は 、 レ リ ー ズ レ バ ー １ ２ １ の
操 作 部 １ ２ １ ｂ を 上 方 に 引 っ 張 り あ げ る こ と で 、 ロ ッ ク 解 除 が な さ れ 、 シ ー ト バ ッ ク フ レ
ー ム １ １ ９ の 前 後 方 向 の 傾 動 角 度 の 調 整 が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 着 座 者 が い な い 状 態 で 、 レ リ ー ズ レ バ ー １ ２ １ を 用 い て リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 １ １ ７
の ロ ッ ク 解 除 を 行 う と 、 シ ー ト バ ッ ク フ レ ー ム １ １ ９ （ シ ー ト バ ッ ク ） が 所 定 の 角 度 ま で
前 傾 す る と 共 に 、 シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 １ １ １ の ロ ッ ク 解 除 が な さ れ 、 ア ッ パ レ ー ル １ １ ５
は シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 １ １ １ の 最 前 位 置 ま で 移 動 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 、 図 １ を 用 い て 、 実 施 の 形 態 例 の 発 明 部 分 の 説 明 を 行 な う 。
レ リ ー ズ レ バ ー １ ２ １ に は 、 そ の 回 転 中 心 で あ る ヒ ン ジ ピ ン １ ３ １ を 介 し て レ リ ー ズ レ バ
ー １ ２ １ の 操 作 部 １ ２ １ ｂ と 反 対 側 の 部 分 に 第 １ 円 周 面 １ ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 １ １ ７ の 下 方 で 、 ア ッ パ レ ー ル （ シ ー ト ク ッ シ ョ ン フ レ ー ム ） １ １ ５
に は 、 プ ー リ 部 材 １ ４ １ が ピ ン １ ４ ３ を 用 い て 回 転 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 プ ー リ 部 材 １
４ １ に は 、 そ の 回 転 中 心 で あ る ピ ン １ ４ ３ を 中 心 と す る 第 ２ 円 周 面 １ ４ ５ と 、 ピ ン １ ４ ３
を 中 心 と し 、 第 ２ 円 周 面 １ ４ ５ よ り 径 が 大 き な 第 ３ 円 周 面 １ ４ ７ と が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
プ ー リ 部 材 １ ４ １ の 第 ３ 円 周 面 １ ４ ７ に は 、 第 ３ 円 周 面 １ ４ ７ に 巻 回 可 能 な ウ ォ ー ク イ ン
ケ ー ブ ル １ ５ １ の 一 端 部 が 係 止 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル １ ５ １ の
他 端 部 側 は シ ー ト バ ッ ク の 背 面 の 下 部 に 案 内 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
又 、 レ リ ー ズ レ バ ー １ ２ １ の 第 １ 円 周 面 １ ３ ３ と 、 プ ー リ 部 材 １ ４ １ の 第 ２ 円 周 面 １ ４ ５
と の 間 に は 、 第 １ 円 周 面 １ ３ ３ と 、 第 ２ 円 周 面 １ ４ ５ と に 巻 回 可 能 な ケ ー ブ ル １ ６ １ が 配
設 さ れ て い る 。 こ の ケ ー ブ ル １ ６ １ の 一 方 の 端 部 は 、 プ ー リ 部 材 １ ４ １ の 第 ２ 円 周 面 １ ４
５ に 係 止 さ れ 、 他 方 の 端 部 は 、 レ リ ー ズ レ バ ー １ ２ １ の 第 １ 円 周 面 １ ３ ３ に 係 止 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ こ で 、 ケ ー ブ ル １ ６ １ と レ リ ー ズ レ バ ー １ ２ １ の 第 １ 円 周 面 １ ３ ３ と の 係 止 構 造 を 図 ４
を 用 い て 説 明 す る 。 レ リ ー ズ レ バ ー １ ２ １ の 第 １ 円 周 面 １ ３ ３ の 端 部 側 に は 、 切 り 起 こ し
部 １ ２ ３ が 形 成 さ れ 、 こ の 切 り 起 こ し 部 １ ２ ３ に 貫 通 穴 １ ２ ５ 及 び 貫 通 穴 １ ２ ５ に ケ ー ブ
ル １ ６ １ を 案 内 す る 案 内 溝 １ ２ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 ケ ー ブ ル １ ６ １ の 端 部 に は 、 貫 通 穴
１ ２ ５ の 径 よ り 大 き な ボ ー ル 状 の 係 止 部 材 １ ６ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
そ し て 、 案 内 溝 １ ２ ７ を 介 し て ケ ー ブ ル １ ６ １ を 貫 通 穴 １ ２ ５ に 挿 入 す る こ と に よ り 、 ケ
ー ブ ル １ ６ １ は 第 １ 円 周 面 １ ３ ３ に 係 止 さ れ る こ と と な る 。
尚 、 他 の 係 止 、 す な わ ち 、 ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル １ ５ １ と プ ー リ 部 材 １ ４ １ の 第 ３ 円 周 面
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１ ４ ７ と の 係 止 、 及 び 、 ケ ー ブ ル １ ６ １ と プ ー リ 部 材 １ ４ １ の 第 ２ 円 周 面 １ ４ ５ と の 係 止
も 同 様 な 構 成 で あ る の で 、 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 １ に 戻 っ て 、 自 然 状 態 に お い て 、 プ ー リ 部 材 １ ４ １ は 、 図 示 し な い 付 勢 手 段 に よ り ウ ォ
ー ク イ ン ケ ー ブ ル １ ５ １ を 引 っ 張 る 方 向 （ 矢 印 Ｉ 方 向 ） に 付 勢 さ れ 、 ア ッ パ レ ー ル １ １ ５
上 に 形 成 さ れ た ス ト ッ パ １ ７ １ に 当 接 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
次 に 、 上 記 構 成 の 作 動 を 説 明 す る 。 着 座 者 が い な い 状 態 で 、 レ リ ー ズ レ バ ー １ ２ １ の 操 作
部 １ ２ １ ｂ を 上 方 に 引 っ 張 り 上 げ 、 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 １ １ ７ の ロ ッ ク 解 除 を 行 な う と 、
シ ー ト バ ッ ク フ レ ー ム １ １ ９ （ シ ー ト バ ッ ク ） が 所 定 の 角 度 ま で 前 傾 す る と 共 に 、 シ ー ト
ス ラ イ ド 機 構 １ １ １ の ロ ッ ク 解 除 が な さ れ 、 ア ッ パ レ ー ル １ １ ５ は シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 １
１ １ の 最 前 位 置 ま で 移 動 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の 時 、 ケ ー ブ ル １ ６ １ と レ リ ー ズ レ バ ー １ ２ １ が 図 ４ に 示 す よ う な 構 成 で の 係 止 で あ れ
ば 、 レ リ ー ズ レ バ ー １ ２ １ が 回 転 し て も 、 ケ ー ブ ル １ ６ １ は 移 動 し な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
一 方 、 着 座 者 が い な い 状 態 で 、 後 席 着 座 者 が ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル １ ５ １ を 斜 め 上 方 に 向
か っ て 引 っ 張 る と 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 プ ー リ 部 材 １ ４ １ が 矢 印 Ｉ 方 向 と 反 対 方 向 に 回 転
し 、 ケ ー ブ ル １ ６ １ が プ ー リ 部 材 １ ４ １ の 第 ２ 円 周 面 １ ４ ５ に 巻 き 取 ら れ 、 レ リ ー ズ レ バ
ー １ ２ １ が ロ ッ ク 解 除 方 向 に 回 転 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
そ し て 、 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 １ １ ７ が ロ ッ ク 解 除 さ れ 、 シ ー ト バ ッ ク フ レ ー ム １ １ ９ （ シ
ー ト バ ッ ク ） が 所 定 の 角 度 ま で 前 傾 す る と 共 に 、 シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 １ １ １ の ロ ッ ク 解 除
が な さ れ 、 ア ッ パ レ ー ル １ １ ５ は シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 １ １ １ の 最 前 位 置 ま で 移 動 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 以 下 の よ う な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
（ １ ） 大 き な 部 材 は 、 プ ー リ 部 材 １ ４ １ だ け な の で 、 小 型 化 が 容 易 で あ る 。
（ ２ ） ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル １ ５ １ は 、 プ ー リ 部 材 １ ４ １ の 第 ３ 円 周 面 １ ４ ７ に 一 端 部 が
係 止 さ れ 、 第 ３ 円 周 面 に 巻 回 可 能 で あ る 。 又 、 ケ ー ブ ル １ ６ １ は 、 プ ー リ 部 材 １ ４ １ の 第
２ 円 周 面 １ ４ ５ に 一 端 部 が 係 止 さ れ 、 第 ２ 円 周 面 １ ４ ５ に 巻 回 可 能 で 、 他 端 部 が レ リ ー ズ
レ バ ー １ ２ １ の 第 １ 円 周 面 １ ３ ３ に 係 止 さ れ 、 第 １ 円 周 面 １ ３ ３ に 巻 回 可 能 で あ る 。 こ の
た め 、 こ の た め 、 ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル １ ５ １ や ケ ー ブ ル １ ６ １ を 介 し て プ ー リ 部 材 １ ４
１ 、 レ リ ー ズ レ バ ー １ ２ １ に 作 用 す る 力 の 方 向 は 、 常 に 半 径 に 対 し て 直 交 す る 方 向 （ 接 線
方 向 ） と な り 、 操 作 力 の 変 動 が な い 。 よ っ て 、 効 率 的 に 減 速 す る こ と が で き 小 型 化 が 容 易
と な る 。
（ ３ ） プ ー リ 部 材 １ ４ １ と レ リ ー ズ レ バ ー １ ２ １ と の 接 続 は ケ ー ブ ル １ ６ １ で あ る の で 、
力 の 伝 達 ロ ス が 少 な い 。
（ ４ ） レ リ ー ズ レ バ ー １ ２ １ の 第 １ 円 周 面 １ ３ ３ 、 プ ー リ 部 材 １ ４ １ の 第 ２ 円 周 面 １ ４ ５
、 プ ー リ 部 材 １ ４ １ の 第 ３ 円 周 面 １ ４ ７ と の 径 を 変 え る こ と に よ り 、 所 望 の 操 作 ス ト ロ ー
ク 、 操 作 力 を 得 る こ と が で き る 。
（ ５ ） ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル １ ５ １ は 、 プ ー リ 部 材 １ ４ １ の 第 ３ 円 周 面 １ ４ ７ に 一 端 部 が
係 止 さ れ る こ と に よ り 、 所 望 の 引 き 方 向 を 得 る こ と が で き る 。
（ ６ ） プ ー リ 部 材 １ ４ １ 、 レ リ ー ズ レ バ ー １ ２ １ に ケ ー ブ ル １ ６ １ が 挿 通 す る 貫 通 穴 を 設
け 、 ケ ー ブ ル １ ６ １ に 貫 通 穴 の 径 よ り 大 き な 係 止 部 材 １ ６ ３ を 設 け た こ と に よ り 、 ケ ー ブ
ル １ ６ １ は た る ま な い 。 従 っ て 、 ケ ー ブ ル １ ６ １ は 、 レ リ ー ズ レ バ ー の 第 １ 円 周 面 １ ３ ３
、 プ ー リ 部 材 １ ４ １ の 第 ２ 円 周 面 １ ４ ５ と に 確 実 に 巻 回 さ れ る 。
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 例 ）
図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。 第 １ の 実 施 の 形 態 例 と 同 一 部 分 に は 、 同 一 符 号 を 付 し 、 重 複 す る
説 明 は 省 略 す る 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
図 に お い て 、 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 １ １ ７ の ヒ ン ジ ピ ン １ ３ １ に は 、 円 周 面 に 歯 ２ ０ １ が 刻
設 さ れ た 第 １ ギ ア ２ ０ ３ が 回 転 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 第 １ ギ ア ２ ０ ３ は 、 図 に お い
て 、 矢 印 Ｉ Ｉ 方 向 に 回 転 す る こ と に よ り 、 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 １ １ ７ の ロ ッ ク 解 除 を 行 な
う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ の 第 １ ギ ア ２ ０ ３ に レ リ ー ズ レ バ ー １ ２ １ が 取 り 付 け ら れ 、 レ リ ー ズ レ バ ー １ ２ １ の 操
作 部 １ ２ １ ｂ を 上 方 に 引 っ 張 り 上 げ る こ と で も 、 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 １ １ ７ の ロ ッ ク 解 除
が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 １ １ ７ の 下 方 で 、 ア ッ パ レ ー ル （ シ ー ト ク ッ シ ョ ン フ レ ー ム ） １ １ ５
に は 、 ギ ア プ レ ー ト ２ １ １ が ピ ン ２ １ ３ を 用 い て 回 転 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 ギ ア プ レ ー
ト ２ １ １ に は 、 そ の 回 転 中 心 で あ る ピ ン ２ １ ３ を 中 心 と す る 円 周 面 ２ １ ５ と 、 ピ ン ２ １ ３
を 中 心 と し 、 第 １ ギ ア ２ ０ ３ と 噛 合 す る 第 ２ ギ ア 部 ２ １ ７ と が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
そ し て 、 ギ ア プ レ ー ト ２ １ １ の 円 周 面 に は 、 ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル ２ ３ １ の 一 端 部 が 係 止
さ れ 、 ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル ２ ３ １ の 他 端 部 側 は 、 シ ー ト バ ッ ク の 背 面 の 下 部 に 案 内 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
次 に 、 上 記 構 成 の 作 動 を 説 明 す る 。 着 座 者 が い な い 状 態 で 、 レ リ ー ズ レ バ ー １ ２ １ の 操 作
部 １ ２ １ ｂ を 上 方 に 引 っ 張 り 上 げ る と 、 第 １ ギ ア ２ ０ ３ が 矢 印 Ｉ Ｉ 方 向 に 回 転 し 、 リ ク ラ
イ ニ ン グ 機 構 １ １ ７ の ロ ッ ク 解 除 が な さ れ る 。 す る と 、 シ ー ト バ ッ ク フ レ ー ム １ １ ９ （ シ
ー ト バ ッ ク ） が 所 定 の 角 度 ま で 前 傾 す る と 共 に 、 シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 １ １ １ の ロ ッ ク 解 除
が な さ れ 、 ア ッ パ レ ー ル １ １ ５ は シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 １ １ １ の 最 前 位 置 ま で 移 動 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
一 方 、 着 座 者 が い な い 状 態 で 、 後 席 着 座 者 が ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル ２ ３ １ を 斜 め 上 方 に 向
か っ て 引 っ 張 る と 、 ギ ア プ レ ー ト ２ １ １ は 矢 印 Ｉ Ｉ Ｉ 方 向 に 回 転 し 、 第 ２ ギ ア 部 ２ １ ７ と
第 １ ギ ア ２ ０ ３ と の 噛 合 に よ り 、 第 １ ギ ア ２ ０ ３ が 矢 印 Ｉ Ｉ 方 向 に 回 転 し 、 リ ク ラ イ ニ ン
グ 機 構 １ １ ７ の ロ ッ ク 解 除 が な さ れ る 。 す る と 、 シ ー ト バ ッ ク フ レ ー ム １ １ ９ （ シ ー ト バ
ッ ク ） が 所 定 の 角 度 ま で 前 傾 す る と 共 に 、 シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 １ １ １ の ロ ッ ク 解 除 が な さ
れ 、 ア ッ パ レ ー ル １ １ ５ は シ ー ト ス ラ イ ド 機 構 １ １ １ の 最 前 位 置 ま で 移 動 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 以 下 の よ う な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
（ １ ） 第 １ ギ ア ２ ０ ３ と ギ ア プ レ ー ト ２ １ １ だ け な の で 、 小 型 化 が 容 易 で あ る 。
（ ２ ） ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル ２ ３ １ は 、 ギ ア プ レ ー ト ２ １ １ の 円 周 面 に 一 端 部 が 係 止 さ れ
、 円 周 面 ２ １ ５ に 巻 回 可 能 で あ る の で 、 ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル ２ ３ １ の ギ ア プ レ ー ト ２ １
１ に 対 す る 操 作 力 の 変 動 は な い 。 更 に 、 ギ ア プ レ ー ト ２ １ １ か ら レ リ ー ズ レ バ ー １ ２ １ の
第 １ ギ ア ２ ０ ３ ま で の 操 作 力 の 伝 達 は 、 第 １ ギ ア ２ ０ ３ と 第 ２ ギ ア 部 ２ １ ７ と の 噛 合 で あ
る の で 、 操 作 力 の 変 動 は な い 。 よ っ て 、 効 率 的 に 減 速 す る こ と が で き 小 型 化 が 容 易 と な る
。
（ ３ ） ギ ア プ レ ー ト ２ １ １ と レ リ ー ズ レ バ ー １ ２ １ と の 接 続 は 、 歯 の 噛 合 で あ る の で 、 リ
ン ク 機 構 を 用 い た 場 合 に 比 べ て 、 ピ ン 結 合 の ガ タ に よ る 伝 達 ロ ス が 少 な い 。
（ ４ ） 第 １ ギ ア ２ ０ ３ 、 ギ ア プ レ ー ト ２ １ １ の 第 ２ ギ ア 部 ２ １ ７ と の ギ ア 比 、 及 び 円 周 面
２ １ ５ の 径 を 変 え る こ と に よ り 、 所 望 の 操 作 ス ト ロ ー ク 、 操 作 力 を 得 る こ と が で き る 。
（ ５ ） ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル ２ ３ １ は 、 ギ ア プ レ ー ト ２ １ １ の 円 周 面 に 一 端 部 が 係 止 さ れ
、 円 周 面 ２ １ ５ に 巻 回 さ れ る こ と に よ り 、 所 望 の 引 き 方 向 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た よ う に 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 大 き な 部 材 は 、 プ ー リ 部 材 だ け な の で 、
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小 型 化 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル は 、 プ ー リ 部 材 の 第 ３ 円 周 面 に 一 端 部 が 係 止 さ れ 、 前 記 第 ３ 円 周 面
に 巻 回 可 能 で あ る 。 又 、 ケ ー ブ ル は 、 前 記 プ ー リ 部 材 の 第 ２ 円 周 面 に 一 端 部 が 係 止 さ れ 、
前 記 第 ２ 円 周 面 に 巻 回 可 能 で 、 他 端 部 が 前 記 レ リ ー ズ レ バ ー の 第 １ 円 周 面 に 係 止 さ れ 、 前
記 第 １ 円 周 面 に 巻 回 可 能 で あ る 。 こ の た め 、 こ の た め 、 ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル や ケ ー ブ ル
を 介 し て プ ー リ 部 材 、 レ リ ー ズ レ バ ー に 作 用 す る 力 の 方 向 は 、 常 に 半 径 に 対 し て 直 交 す る
方 向 （ 接 線 方 向 ） と な り 、 操 作 力 の 変 動 が な い 。 よ っ て 、 効 率 的 に 減 速 す る こ と が で き 小
型 化 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
プ ー リ 部 材 と レ リ ー ズ レ バ ー と の 接 続 は ケ ー ブ ル で あ る の で 、 リ ン ク 機 構 を 用 い た 場 合 に
比 べ て 、 ピ ン 結 合 の ガ タ に よ る 伝 達 ロ ス が 少 な い 。
レ リ ー ズ レ バ ー の 第 １ 円 周 面 、 プ ー リ 部 材 の 第 ２ 円 周 面 、 プ ー リ 部 材 の 第 ３ 円 周 面 と の 径
を 変 え る こ と に よ り 、 所 望 の 操 作 ス ト ロ ー ク 、 操 作 力 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル は 、 プ ー リ 部 材 の 第 ３ 円 周 面 に 一 端 部 が 係 止 さ れ る こ と に よ り 、 所
望 の 引 き 方 向 を 得 る こ と が で き る 。
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 レ リ ー ズ レ バ ー を 操 作 し た 場 合 、 ケ ー ブ ル を た る ま せ る 方
向 に レ リ ー ズ レ バ ー は 回 転 す る が 、 前 記 プ ー リ 部 材 、 前 記 レ リ ー ズ レ バ ー に 前 記 ケ ー ブ ル
が 挿 通 す る 貫 通 穴 を 設 け 、 前 記 ケ ー ブ ル に 前 記 貫 通 穴 の 径 よ り 大 き な 係 止 部 材 を 設 け た こ
と に よ り 、 ケ ー ブ ル は た る ま な い 。 従 っ て 、 ケ ー ブ ル は 、 レ リ ー ズ レ バ ー の 第 １ 円 周 面 、
プ ー リ 部 材 の 第 ２ 円 周 面 と に 確 実 に 巻 回 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 第 １ ギ ア と ギ ア プ レ ー ト だ け な の で 、 小 型 化 が 容 易 で あ る
。
ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル は 、 ギ ア プ レ ー ト の 円 周 面 に 一 端 部 が 係 止 さ れ 、 前 期 円 周 面 に 巻 回
可 能 で あ る の で 、 ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル の ギ ア プ レ ー ト に 対 す る 操 作 力 の 変 動 は な い 。 更
に 、 ギ ア プ レ ー ト か ら レ リ ー ズ レ バ ー の 第 １ ギ ア ま で の 操 作 力 の 伝 達 は 、 第 １ ギ ア と 第 ２
ギ ア と の 噛 合 で あ る の で 、 操 作 力 の 変 動 は な い 。 よ っ て 、 効 率 的 に 減 速 す る こ と が で き 小
型 化 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ギ ア プ レ ー ト と レ リ ー ズ レ バ ー と の 接 続 は 、 歯 の 噛 合 で あ る の で 、 リ ン ク 機 構 を 用 い た 場
合 に 比 べ て 、 ピ ン 結 合 の ガ タ に よ る 伝 達 ロ ス が 少 な い 。
第 １ ギ ア 、 ギ ア プ レ ー ト の 第 ２ ギ ア 部 と の ギ ア 比 、 及 び 円 周 面 の 径 を 変 え る こ と に よ り 、
所 望 の 操 作 ス ト ロ ー ク 、 操 作 力 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル は 、 ギ ア プ レ ー ト の 円 周 面 に 一 端 部 が 係 止 さ れ 、 円 周 面 に 巻 回 さ れ
る こ と に よ り 、 所 望 の 引 き 方 向 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 例 の 発 明 部 分 を 説 明 す る 図 で あ る 。 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 例 の ウ ォ ー ク イ ン シ ー ト 全 体 構 成 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の ケ ー ブ ル と レ リ ー ズ レ バ ー の 第 １ 円 周 面 と の 係 止 構 造 を 説 明 す る 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 例 の 発 明 部 分 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 ３ 列 シ ー ト の 車 両 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ウ ォ ー ク イ ン 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の ウ ォ ー ク イ ン シ ー ト を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ １ ７ 　 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構
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１ １ ９ 　 シ ー ト バ ッ ク フ レ ー ム
１ ２ １ 　 レ リ ー ズ レ バ ー
１ ２ １ ｂ 　 操 作 部
１ ３ ３ 　 第 １ 円 周 面
１ ４ １ 　 プ ー リ 部 材
１ ４ ５ 　 第 ２ 円 周 面
１ ４ ７ 　 第 ３ 円 周 面
１ ５ １ 　 ウ ォ ー ク イ ン ケ ー ブ ル
１ ６ １ 　 ケ ー ブ ル

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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